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1. 背景 米国最大インテリア見本市 NeoCon 

 NeoCon は 1969 年より毎年 6 月に米国シカゴのマーチ

ャンダイズマートで開催されているインテリアデザイン業界

最大の展示会のひとつである。（図 1）家具や壁紙、カーテン

などの布地、フローリング素材やカーペット、そして照明器

具やドアの把手などの金属器具に至るまで、インテリアに関

わる最新の製品、またはサービスやテクノロジーなど 500 社

以上の企業が提案し、オフィスのトレンドにも大きな影響を

与える。また、世界中から何万人ものインテリアデザイナー、

建築家、工業デザイナー、テキスタイルデザイナー、製造業

者など訪れるため、関係者同士の交流や学びの場としても非

常に価値のある場と言える。 

 

本稿では、2017 年の報告を振り返りながら最新の「ラウン

ジワーク空間」の変化と最新の動向について考察した。 

 

2. ラウンジワーク空間の提案 

 
1 2015年度にて解散・終了 

人の活動が知識創造へ移行するとともに、オフィスは「組織

を配置する空間」から「機能を配置する空間」へと多様性が

求められ、その際、集中／協働／交流など「3 つの行動モー

ド」を支える環境が必要となる。そして、ワーカーには「適

業適所」型のワークスタイルへの変革が求められる。日本オ

フィス学会国際動向研究部会1では、集中／協働／交流の空間

選択肢を提供するために、カフェテリアやミーティングエリ

ア、リフレッシュエリアなどの共用空間に対して、ラウンジ

型空間の設計言語を活用した作業空間「ラウンジワーク空間」

への機能更新を提案している。（図 2） 

ラウンジワーク空間はオープンで境界が曖昧な共有エリアだ

が、「3 つの行動モード」に応じて異なるセッティングに分類

することがでる。 

イ) 集中系セッティングは事務作業（デスクワーク）や熟

考を要する個人作業（フォーカス）向きの場。 

ロ) 協働系セッティングは情報伝達（ミーティング）と創

造共同作業（コラボレーション）を支える場。 

ハ) 交流系セッティングは偶発的交流（インフォーマルコ

ミュニケーション）を促す場。 

また、「適業適所」型のワークスタイルの定着は、自律的行

動を推奨する「ルール」と「カルチャー」が求められ、継続的

なチェンジマネージメントが必要である。 

 

3. 考察 NeoCon にみる「ラウンジワーク空間」の提案 

 2013 年の HermanMiller「Living Office」の発表から 5 年

図 2  ラウンジワーク空間のセッティングイメージ 

図 1 マーチャンダイズマート 
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目、2017 年の NeoCon では「ラウンジワーク空間」の提案が

ほぼ定番化していた。（図 3）特筆すべき提案として、ラウン

ジ型空間の設計において、多様な家具アイテムを一つのスペ

ースにまとめる手法として「ラグ」がフォーカスされていた。

またラウンジ型空間の設計言語におけるオフィス家具は、質

感や仕立ておよび心地よさが重要な要素であり、機能で争う

時代から一歩先に進んでいると言える。 

近年のモバイルツールとデータ通信インフラの進展は、テ

レワークの推進を助け、ワーカーへ働く場所の選択肢を拡大

させた。他方で企業では、企業に対するエンゲージメントの

低下、生産性の低下の懸念を理由としてワーカーをオフィス

に戻そうとする傾向もある。そのため、よりリラックスでき

るホームテイストをオフィスに取り入れた、ワーカーが快適

に働ける空間づくりが定着しつつある。2017 年の NeoCon 報

告では米国企業におけるこのトレンドは「フリーランサー」

の増加する社会背景が強く後押ししていると考察されており、

ソファなど「ラウンジワーク空間」における交流系セッティ

ングがフォーカスされていた。 

一方、今回の NeoCon では協働系、集中系セッティングが

ファーカスされていたと言えよう。今年の NeoCon キーワー

ドは、コラボレーション、フレキシビリティ、アジリティ（機

敏性）そしてオープンオフィスの中でのプライバシーの確保

が挙げられる。 

オープンオフィスは、オフィスの効率化によるコスト削減

あるいは開放的でコミュニケーションの活性化をもたらすと

考えられる理由からオフィスの主流となってきた。しかしな

がら一方では雑音による生産性の低下や、電話や会議に必要

なプライバシーの欠如を引き起こすことから最近では敬遠さ

れる傾向もある。オープンオフィスではメリット、デメリッ

トを踏まえた上で、プライバシーとバランスの取れたワーク

スペースが必要である。 

そこで注目を浴びたプロダクトがフォーンブースである。

今回の NeoCon では、このフォーンブースあるいは防音ブー

スが非常に多くのショールームで見られた。以前はショール

ームの隅にひっそりと展示されていたものが、今回はショー

ルームの入口正面あるいは中心に展示されており注目の高さ

がうかがえた。常設展示場だけでなく、7 階の期間展示エリ

アでも 10 数社のメーカーが出展しにぎわいを見せていた。

（図 4）一人用から複数人用まで大小様々なタイプが展示さ

れており、これらのユニットの多くは、天井には空調用のフ

ァン、またコンセントと照明付きの小さなカウンターなど、

個別の作業スペースを持つようにデザインされている。 

Framery の防音ブース、『Framery 2Q』は Best of NeoCon

の「音響プライバシー＆モジュラーソリューション部門」で

シルバー賞を受賞したことで非常に際立っていた。（図 5）カ

図 3 2017 年 NeoCon HermanMiller「Living Office」 

図 5  Framery 社の「Framery 2Q」 

図 4 7 階エリアのフォーンブース 
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ラフルなフレームと丸みを帯びた形状が柔らかく暖かい印象

を与え個性的であった。フォーンブースからカンファレンス

ルームまで、これらのモジュラーシステムは、オープンオフ

ィスの中でフレキシブルなプライバシーを提供する。 

 Best of Competition は OFS の『Obeya』が受賞した。Obeya

は開放的なスカンジナビアンデザインの木製フレームワーク

である。（図 6）用途やニーズに合わせてフレキシブルな組み

合わせが可能で、木の自然の美しさを利用してプライバシー

とコラボレーションのための居心地の良い空間をつくること

ができる。今回の NeoCon も 2017 年と同様に木製家具が主

役であることに変わりはない。 

OFS はさらに『LeanTo』で Best of NeoCon「音響プライ

バシー＆モジュラーソリューション部門」のゴールド賞を受

賞した。（図 7）四方をパネルで囲った囲い込み系ソファはた

くさんあるが、LeanTo は頭上もパネルで覆われたより防音性

の高いベンチソファである。特にオープンオフィスの中での

プライバシーの確保に役立ち、集中やリラックス、コラボレ

ーションのためのスペースを提供する。 

今回、特筆すべき製品の一つとしてカーテンが挙げられる。

BuzziSpace はスチールのフレームとカーテンを組み合わせ

た『BuzziBracks』を発表した。（図 8）間仕切りとしてその

まま使用できるほか、専用のテーブルや棚、ソファ、コート

ハンガー、ピンナップボードなどのアクセサリーとセットす

る機能的なプラグインシステムとしても使用できる。カーテ

ンは軽量であるため、会議や電話、集中、コラボレーション

などに必要な空間を開閉により容易につくることができ、ま

た吸音効果もあるため視覚と聴覚の両面からプライバシーの

確保ができる。 

仕事の重心が知識創造へ移行し、コラボレーションのニー

ズが高まるにつれて協働系支援家具も年々進化を見せている。 

Stylex の『Free Address』は Gensler のプロダクトグルー

プが開発に携わり、テーブルやベンチソファ、ストレージを

図 6 Best of Competition を受賞した OFS『Obeya』 

図 7 OFS『LeanTo』 

図 8  BuzziSpace『BuzziBracks』 

図 9  Stylex『Free Address』 
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組み合わせることで、ソロワークやミーティング、ラウンジ

としての機能を同一のスペースで可能にする、まさに「ラウ

ンジワーク空間」に特化した家具と言える。（図 9）多様でフ

レキシブルなワークセッティングは多様な活動を可能にし、

また異なる思考とコミュニケーションを誘発する。 

そして今回特に際立って見えた協働系支援家具は、

Steelcase が発表した『Steelcase Flex Collection』であった。

（図 10）Steelcase Flex Collection は、Best of NeoCon の

「コラボレーションのための家具コレクション」部門でゴー

ルド賞を受賞した。これらの製品は、一日を通して目まぐる

しく活動から活動へと移行するハイパーコラボレーションを

必要とするチームに向けて開発された。スペースを素早く変

更できるキャスター付きのテーブル、部屋から部屋に移動で

きるモバイルディスプレイ、どこでも使えるホワイトボード

など柔軟性と機敏性を持ったアイテムにより、急変する活動

に合わせて、チームは作業の流れを妨げることなく、ほんの

数分で最適なワークスペースを再構築することが可能となる。 

また Steelcase は Anker と共同開発した『Flex Mobile 

Power』を発表した。（図 11）これは持ち運びできるモバイル

バッテリーである。会議の途中でノート PC の充電のために

コンセントを探すといった煩わしさから解放され、どこでも

働きたい場所にフレキシブルに電力を供給できる。 

今回はワイヤレス充電アイテムあるいはワイヤレス充電器

内蔵の天板を使用したデスクの展示も増えていた。（図 12） 

4. 最後に 

2017 年の NeoCon の交流系セッティングから、今年は集中

系、協働系セッティングへと中心が移り変わっていた。これ

はワークスタイルや仕事の中身自体の変化を受け、オフィス

のニーズや課題が変化してきたことによるものであろう。そ

のため、多くの家具や製品はオープンオフィスの中で、柔軟

性と機敏性を提供するようにデザインされている。家具やテ

クノロジーは、オープンオフィスの中でのプライバシーの確

保、あるいはオフィス内のあらゆる場所で働くという新しい

ニーズを満たすように適応しなければならない。モバイルバ

ッテリーやワイヤレス充電の進展は、ますます働く場所の制

約をなくし「ラウンジワーク」を促進させていく。オフィス

家具研究部会でも新たな時代におけるオフィス家具のあり方

の提案を考えていきたい。 

ところで、NeoCon と同じ時期に、昨年まで 11 階にショー

ルームを構えていた Knoll はマーチャンダイズマートにほど

近いフルトンマーケットでショーを開催した。また、 

HermanMiller は、今回のショーで 51 年占有した 3 階エリア

を開放すると宣言した。昨年 50 周年という節目を迎えた

NeoCon もオフィス同様、新たな方向性に向かうことが予想

される。 
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